○加速する欧州の自然エネルギー政策
・急成長するドイツの風力発電

 自然エネルギー促進法を強化したドイツ

・森林バイオマスエネルギーで１次エネルギーの ２０％を供給するスウェーデン

 普及の決め手は「公共政策」と低温熱」政策の拡充

・自然エネルギー倍増を目指す欧州諸国

 ○「新孤立主義」による「ユニラテラリズム」（一方的外交）路線へと引き籠もる米国

・「温情ある保守主義」から「無責任な独断主義」（シカゴ大 Ｂ・カミングス教授）へ

・新国家エネルギー政策への酷評

・結果として、国際環境外交の軸足がますます欧州に移行しつつある

・カリフォルニア電力危機に何を学ぶか

 ○「ガラパゴス化」（思想的孤立と異様な進化）しつつある日本のエネルギー環境政策

・新「長期エネルギー需給見通し」と総合資源エネルギー調査会の本質的問題点

 （添付意見書参照）

・「無策無能」から「市場放任」へ～「官主導」の日本の自然エネルギー政策の課題

 政府（通産省）～旧い制度（補助金制度）を維持しながら全く新しい制度を提案する

矛盾

 電力会社～衣（グリーン電気料金）の下に隠れた刃（競争入札）

 政治～期待される自然エネルギー発電促進法の成立

・暴走する原子力政策

 「ＭＯＸ が核燃料サイクルの要」というウソ

・背景にあるもの

 中央集権、トップダウン、非合理なムラ文化

 原発への無批判な「信仰」

 原発を作りやすくしている社会メカニズム

 ○電力市場改革（自由化）によるエネルギー政策への影響
・電力市場改革の方向性：「市場」と「政策」の透明化へ

・電力自由化が浮上させる原子力への課題

・電力会社が初めて選択される時代へ～東電新規電源３～５年凍結の背景

